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　旅立ちの季節。 子どもたちは、 ともだちや家族への

感謝の気持ちを胸に新たな一歩を踏み出しました。



１　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

〇
対
策
本
部

　

令
和
２
年
２
月
26
日
、
「
新
冠
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
」
を
設
置
し
て
以
来
、
出
席
職

員
数
を
調
整
し
た
上
で
、
連
日
、
定

例
の
本
部
会
議
を
開
催
し
、
管
内
に

お
け
る
新
規
感
染
者
の
発
生
状
況
な

ど
の
確
認
、
情
報
の
共
有
と
町
内
で

感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
速
や

か
に
対
応
や
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
体
制
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
全
般
に
係
る
打
合
せ
な

ど
を
行
い
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〇
感
染
状
況
等

　

北
海
道
は
、
新
規
感
染
者
数
の
増

加
に
伴
い
、
療
養
者
数
や
病
床
使
用

率
も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
感

染
拡
大
が
続
い
た
場
合
に
は
、
医
療

の
ひ
っ
迫
が
進
み
、
さ
ら
に
社
会
機

能
の
維
持
に
も
影
響
が
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
と
し
て
、
ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
区
域
と
す
る
よ
う
国
に
要

請
し
、
１
月
27
日
か
ら
２
月
20
日
ま

で
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
新
規
感
染
者
数
の
減
少

が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
依
然
高
い
水

準
で
推
移
し
た
こ
と
に
よ
り
、
新
規

感
染
者
数
を
着
実
に
減
少
に
転
じ
さ

せ
る
た
め
、
２
月
21
日
か
ら
３
月
６

日
ま
で
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
規

感
染
者
数
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
さ

ら
に
３
月
21
日
ま
で
再
延
長
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
高
管
内
の
感
染
状
況
に
お
い
て

も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
広
が
り
な
ど

に
よ
り
、
連
日
多
く
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
新
規
感
染
者
が

確
認
さ
れ
る
状
況
が
続
き
、
当
町
に

お
い
て
も
感
染
さ
れ
る
方
々
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
未
だ
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
ま
し
て
、
引
き
続
き
、
高

い
警
戒
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ワ
ク
チ
ン
接
種

　

３
回
目
接
種
の
状
況
に
つ
い
て
、

予
約
者
も
含
め
る
と
３
月
末
ま
で
に

81
％
の
接
種
見
込
み
で
あ
り
、
年
代
別

で
は
、
65
歳
以
上
で
は
、
88
％
、
64

歳
か
ら
40
歳
ま
で
は
、
83
％
、
39
歳

か
ら
18
歳
ま
で
は
、
64
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
予
約
に
つ
い
て
も

日
々
受
け
付
け
て
い
ま
す
し
、
町
民

分
の
ワ
ク
チ
ン
も
確
保
で
き
て
い
ま

す
の
で
、
２
回
目
接
種
よ
り
６
カ
月

経
過
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
接
種

の
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
に
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
で
す
が
、
国
は

２
月
21
日
に
小
児
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
政
令
公
布
を
行
い
、
当
町
に
対
し

て
３
月
よ
り
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
さ
れ

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
児
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
初
回
と

な
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
へ
の
情
報

提
供
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
な
ど
を
取
り
ま

と
め
、
方
針
決
定
し
た
の
ち
、
接
種

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
の
上
、
改
め

て
ご
案
内
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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２　

日
高
地
域
公
共
交
通
確
保
対
策

協
議
会
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

バ
ス
運
行
に
関
し
て
は
、
バ
ス
転

換
後
の
主
要
バ
ス
路
線
で
あ
る
特
急

と
ま
も
号
の
車
両
購
入
に
つ
い
て
協

議
が
行
わ
れ
、
新
た
な
バ
ス
車
両
を

ト
イ
レ
付
、
車
椅
子
リ
フ
ト
付
と
し
、

ま
た
利
便
性
を
高
め
る
た
め
に
、
ｗ

ｉ
ｆ
ｉ
利
用
が
可
能
な
車
両
を
新
車

購
入
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

購
入
後
は
既
存
車
両
、
特
急
え
り
も

号
の
併
用
車
両
、
そ
し
て
購
入
車
両

の
３
台
の
バ
ス
を
運
用
す
る
こ
と
で

車
両
１
台
の
耐
用
年
数
を
長
期
化
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ダ
イ
ヤ
改
正
の
協
議
で
は
、
先
に

行
政
報
告
し
ま
し
た
土
日
祝
日
に
お

け
る
通
学
通
勤
便
の
復
活
で
、
当
町

バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
は
向
上
し
ま

す
。
そ
の
反
面
、
平
成
30
年
８
月
か

ら
浦
河
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
新
千
歳

空
港
を
運
行
し
て
い
た
特
急
ひ
だ
か

優
駿
号
は
、
乗
車
率
が
１
日
３
・
６

人
と
低
い
利
用
率
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
検
討
し
た
結
果
、
継
続
は
困
難
と

判
断
し
、
本
年
３
月
27
日
を
も
っ
て

廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
代
替
と
し
ま
し
て
、
特
急

と
ま
も
号
、
あ
る
い
は
道
南
バ
ス
を

利
用
し
、
沼
の
端
駅
で
Ｊ
Ｒ
線
に
乗

り
換
え
、
新
千
歳
空
港
間
の
交
通
の

確
保
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
用
地
を
中
心
と
す
る
Ｊ
Ｒ
財

産
の
処
分
に
係
る
協
議
に
お
い
て

は
、
各
町
が
有
す
る
鉄
道
用
地
、
附

帯
物
、
建
築
物
な
ど
に
つ
い
て
各
町

状
況
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
各
町
は
個
別
協
議
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
各
町
が
共
通
す
る
踏
切
道

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
協

議
事
項
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
踏
切
撤
去
後
の
舗
装
の
工

法
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と
各
町
の
考
え

が
調
整
困
難
と
な
り
、
ま
た
各
町
間

に
お
い
て
も
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
各
町
個
別
協
議
に
切
り

換
え
る
こ
と
で
、
事
態
の
打
開
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

３　

新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯

に
係
る
運
営
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

新
冠
温
泉
レ
・
コ
ー
ド
の
湯
は
、

本
年
４
月
１
日
よ
り
新
た
な
指
定
管

理
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
た
め
、

各
種
準
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
昨
年
12
月
23
日
に
は
、
指
定
管

理
候
補
者
で
あ
る
北
海
道
ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社
と
管
理
に
関
す

る
仮
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
仮

協
定
は
、
現
時
点
に
お
け
る
管
理
責

任
と
当
事
者
の
義
務
に
つ
い
て
定
め

て
お
り
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
議
会
承
認
さ
れ
た
後
に
締
結
さ

れ
る
本
協
定
に
つ
な
が
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
安
ら
ぎ
と
健
康
増
進
の
施

設
で
あ
る
新
冠
温
泉
で
す
が
、
昨
年

12
月
19
日
未
明
に
揚
湯
ポ
ン
プ
が
緊

急
停
止
し
ま
し
た
。
社
員
の
懸
命
な

復
旧
作
業
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
因
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
復

旧
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た

め
、
12
月
21
日
以
降
は
温
泉
水
の
汲

み
上
げ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
入

浴
は
温
浴
施
設
と
し
て
運
営
す
る
こ

と
と
な
り
、
日
頃
よ
り
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
る
多
く
の
町
民
の
方
々
の

ご
愛
顧
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

ま
で
の
間
、
新
冠
温
泉
施
設
は
、
全

館
休
業
と
し
て
い
ま
す
。
入
浴
施
設

な
ど
の
修
繕
、
及
び
オ
ー
バ
ー
フ
ロ
ー

タ
ン
ク
交
換
工
事
な
ど
を
行
う
た
め

の
も
の
で
す
が
、
先
に
述
べ
た
揚
湯

ポ
ン
プ
不
具
合
の
調
査
と
復
旧
作
業

も
こ
の
間
に
お
い
て
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
か
ら
行
っ
た
調
査
の
結

果
は
、
揚
湯
ポ
ン
プ
の
停
止
は
、
長

期
に
及
ぶ
使
用
に
よ
っ
て
泥
土
分
と

油
分
が
ポ
ン
プ
の
中
で
凝
固
し
た
こ

と
で
動
作
障
害
を
引
き
起
こ
し
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
が
、
地
下
深
部
で
の

事
象
で
あ
り
、
明
白
な
原
因
の
究
明

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

調
査
と
同
時
に
行
っ
た
復
旧
作
業

の
結
果
、
２
月
27
日
に
温
泉
水
の
湧

出
を
確
認
し
ま
し
た
。
湧
出
さ
れ
た

温
泉
水
は
想
定
ほ
ど
濁
っ
て
お
ら

ず
、
ま
ず
は
安
堵
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
濁
度
を
低
下
さ
せ
る
作
業

を
行
い
、
４
月
１
日
か
ら
の
温
泉
再

開
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４　

町
有
牧
野
に
お
け
る
ヨ
ー
ネ

病
発
生
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
に
お
け

る
行
政
報
告
に
よ
り
、
町
有
牛
２
頭

の
感
染
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
し
た

が
、
１
月
26
日
付
け
で
、
新
た
に
２

頭
の
感
染
が
確
認
さ
れ
た
旨
、
北
海

道
日
高
家
畜
保
健
衛
生
所
か
ら
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。
同
日
、
殺
処
分
命

令
及
び
消
毒
指
示
に
基
づ
き
、
町
有

牛
２
頭
に
つ
い
て
殺
処
分
を
行
い
、

飼
養
し
て
い
た
第
２
牛
舎
に
つ
い
て

牛
舎
清
掃
及
び
消
毒
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
日
高
管
内
に
お
け

る
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
状
況
は
、
５

町
21
戸
１
４
９
頭
と
な
っ
て
お
り
、

ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
防
止
に
つ
い
て

は
、
現
状
に
お
い
て
対
策
手
段
が
な

く
、
清
浄
化
に
至
ら
な
い
農
家
が
複
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数
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

町
有
牧
野
に
お
き
ま
し
も
、
令
和

元
年
の
発
生
か
ら
患
畜
牛
と
し
て
殺

処
分
し
た
町
有
牛
は
合
わ
せ
て
12
頭

と
な
り
、
未
だ
清
浄
化
を
図
れ
な
い

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
獣

医
師
の
指
導
の
も
と
、
ヨ
ー
ネ
病
の

発
生
の
抑
制
効
果
が
み
ら
れ
る
飼
料

を
給
餌
さ
せ
る
と
と
も
に
、
患
畜
牛

の
年
齢
構
成
な
ど
の
分
析
を
行
い
、

牛
群
を
分
け
る
な
ど
、
新
た
な
清
浄

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

５　

福
祉
灯
油
支
給
事
業
の
実
施

結
果
に
つ
い
て

　

昨
年
か
ら
灯
油
価
格
の
高
騰
が
続

き
、
暖
房
用
灯
油
の
需
要
期
に
入
り

ま
し
て
も
高
値
水
準
が
継
続
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
へ
の
影
響

を
特
に
大
き
く
受
け
る
、
高
齢
者
世

帯
や
障
が
い
者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
で
町
民
税
が
非
課
税
の
低
所

得
者
の
方
を
対
象
に
１
万
円
分
の
灯

油
券
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経

済
的
な
負
担
軽
減
な
ど
を
図
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

支
給
申
請
の
受
け
付
け
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
12
月
１
日
か
ら
令
和

４
年
１
月
31
日
ま
で
の
２
カ
月
間
と

し
、
３
７
９
世
帯
か
ら
申
請
が
あ

り
、
町
民
税
課
税
世
帯
な
ど
の
支
給

対
象
外
世
帯
を
除
く
３
４
４
世
帯
に

「
あ
っ
た
か
灯
油
券
」
と
し
て
交
付

し
、
３
月
31
日
ま
で
町
内
の
灯
油
取

扱
店
で
使
用
で
き
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

支
給
世
帯
の
内
訳
は
、
高
齢
者
世

帯
が
２
９
７
件
、
障
が
い
者
世
帯
が

27
件
、
ひ
と
り
親
世
帯
が
20
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

６　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に

お
け
る
消
費
税
の
過
大
申
告
（
納
付
）

　

本
年
１
月
25
日
の
新
聞
報
道
で
、

近
隣
町
の
下
水
道
事
業
に
お
け
る
消

費
税
の
過
大
申
告
に
つ
い
て
の
問
題

を
知
り
、
当
町
に
お
け
る
特
別
会
計

に
つ
い
て
調
査
を
指
示
し
た
と
こ

ろ
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
に
お

い
て
同
様
の
申
告
誤
り
が
判
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
金
額
は
精
査
中
で
あ

り
ま
す
が
、
対
象
期
間
で
あ
る
平
成

26
年
度
分
か
ら
令
和
２
年
度
分
の
過

大
納
付
額
の
総
額
は
５
２
５
万
３
千

円
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た

が
、
更
正
の
請
求
に
よ
り
還
付
可
能

な
金
額
が
４
０
８
万
４
千
円
で
、
不

本
意
な
が
ら
時
効
に
よ
り
平
成
26
年

度
・
平
成
27
年
度
の
２
カ
年
分
の

１
１
６
万
９
千
円
に
つ
い
て
は
還
付

不
能
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
消
費
税
の
過
大
納
付
に

至
っ
た
要
因
は
、
消
費
税
の
計
算
過

程
に
お
い
て
、
起
債
償
還
分
の
一
般

会
計
繰
入
金
の
取
り
扱
い
を
誤
っ
た

こ
と
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ

り
、
税
制
度
の
知
識
不
足
に
起
因
し

た
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
が
、
私

自
身
、
改
め
て
税
制
度
の
複
雑
さ
や

専
門
知
識
の
必
要
性
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
な
い
よ
う
、
業
務
体
制
の
再

構
築
や
、
事
務
手
続
き
の
改
善
に
努

め
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
回
復
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

特
段
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

１　

令
和
３
年
度
全
国
体
力
・
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
結
果

　

本
調
査
は
例
年
同
様
、
小
学
５
年

生
、
中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
実
技
８

種
目
に
加
え
、
児
童
生
徒
及
び
学
校
、

教
育
委
員
会
に
対
す
る
質
問
紙
調
査

の
内
容
に
よ
り
、
４
月
か
ら
７
月
末

ま
で
の
期
間
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
体
格
に
関
す
る
項
目
で
あ

る
身
長
・
体
重
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
全
国
平
均
と
比
べ
、
男
子

は
、
小
・
中
学
生
と
も
に
「
や
や
高
い
」

と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
、
女
子
に
つ
い

て
は
、小
・
中
学
生
と
も
に「
ほ
ぼ
同
様
」

と
い
う
状
況
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
実
技
調
査
で
は
小
学
校
男

子
は
「
握
力
」「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
」

の
２
種
目
で
、
小
学
校
女
子
は
「
反

復
横
と
び
」「
50
ｍ
走
」「
立
ち
幅
と
び
」

の
３
種
目
で
全
国
平
均
を
上
回
る
結

果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
男
子
は
「
握
力
」「
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
」
の
２
種
目
で
、
中
学

校
女
子
は
「
長
座
体
前
屈
」「
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
投
げ
」
の
２
種
目
で
、
全
国

平
均
を
上
回
る
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
課
題
が
見
ら
れ
た
種
目
と

し
て
小
学
校
男
子
は
「
20
ｍ
シ
ャ
ト

ル
ラ
ン
」「
50
ｍ
走
」
の
２
種
目
、
小

学
校
女
子
は
「
上
体
起
こ
し
」「
ソ
フ

教
育
長
行
政
報
告
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ト
ボ
ー
ル
投
げ
」
の
２
種
目
、
中
学

校
男
子
は
「
長
座
体
前
屈
」「
反
復
横

と
び
」「
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」
の
３

種
目
、中
学
校
女
子
は
「
反
復
横
と
び
」

「
20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン
」
の
２
種
目
と

い
う
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

２　

町
外
学
生
等
応
援
給
付
金
の

支
給
結
果
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
が
見
え
な
い
現
状
に
鑑
み
、
学

校
の
休
業
や
ア
ル
バ
イ
ト
不
足
な
ど

で
生
活
に
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
親

元
を
離
れ
頑
張
っ
て
い
る
学
生
な
ど

を
対
象
に
、
修
学
に
対
す
る
応
援
と

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
目
的

で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
３
万
円

の
給
付
金
を
支
給
し
た
も
の
で
す
。

　

本
給
付
金
は
、
令
和
３
年
９
月
１

日
の
基
準
日
に
お
い
て
、
新
冠
町
外

で
修
学
し
て
い
る
学
生
で
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
学
生
な
ど
、
ま
た
は
、

基
準
日
以
前
に
町
内
に
住
所
を
有
す

る
世
帯
の
世
帯
員
と
し
て
住
民
登
録

さ
れ
て
い
た
学
生
等
を
対
象
者
と

し
、
令
和
３
年
９
月
24
日
か
ら
12
月

20
日
ま
で
の
期
間
で
申
請
を
受
け
付

け
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
１
５
２
名
か
ら
申
請

が
あ
り
、
給
付
総
額
は
４
５
６
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

３　

新
冠
中
学
校
卒
業
生
の
進
路

希
望
状
況
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
進
路
希
望
状
況
は
、
総

生
徒
数
61
名
、
全
て
の
生
徒
が
進
学

希
望
で
す
。

　

出
願
の
内
訳
で
は
、
静
内
高
等
学

校
34
名
、
静
内
農
業
高
等
学
校
８
名
、

道
内
公
立
高
校
12
名
、
私
立
高
校
４

名
、
道
内
外
専
門
学
校
へ
３
名
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
３
月
１

日
現
在
で
18
名
の
合
格
が
内
定
し
て

い
ま
す
。

４　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
教
育
委
員
会
の
対
応

〇
小
中
学
校
及
び
認
定
こ
ど
も
園
等

の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
日
高
管
内
に
お
い
て
も
拡
大
し

て
お
り
、
町
内
の
学
校
関
係
者
に
お

き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
６
名
の
罹
患
が
判
明
し

た
こ
と
か
ら
、
町
感
染
症
対
策
本
部

の
方
針
に
基
づ
き
、
感
染
状
況
の
確

認
と
感
染
症
対
策
に
万
全
を
期
す
た

め
に
、
新
冠
中
学
校
、
新
冠
小
学
校

及
び
認
定
こ
ど
も
園
の
２
校
１
園
、

６
学
級
に
対
し
学
級
閉
鎖
と
す
る
休

業
措
置
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
間
の
対
応
と
し
て
、
施
設
の

消
毒
作
業
と
対
象
学
級
の
健
康
確
認

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
再
開
に
あ
た
り
、
こ

れ
ま
で
保
健
所
が
実
施
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
に
加
え
て
、
町
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
実
施
し
た
上
で
、
教
育
活
動

を
再
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
感
染
者

数
の
急
増
に
伴
う
検
査
キ
ッ
ト
な
ど

の
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ
と
及
び
、

保
健
所
が
行
う
濃
厚
接
触
者
の
範
囲

が
変
更
さ
れ
る
な
ど
の
国
の
方
針
を

踏
ま
え
て
、
２
月
４
日
以
降
、
町
独

自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
実
施
し
な
い
こ

と
と
し
、
国
の
定
め
る
期
間
経
過
後

に
教
育
活
動
を
再
開
す
る
こ
と
に
対

応
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

〇
社
会
教
育
事
業
の
対
応

　

年
末
年
始
以
降
、
徐
々
に
感
染
拡

大
の
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
町
と
共
同
し
主
催
し
て
い

ま
す
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
入
場
者

の
制
限
や
成
人
の
集
い
の
中
止
な

ど
、
昨
年
と
同
様
に
厳
し
い
感
染
対

策
を
講
じ
な
が
ら
予
定
通
り
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

の
適
用
以
降
、
多
数
の
方
が
参
集
す

る
事
業
に
つ
い
て
は
中
止
の
措
置
を

取
り
、
貸
館
事
業
に
つ
い
て
も
利
用

団
体
へ
コ
ン
サ
ー
ト
や
各
種
大
会
の

自
粛
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
所

管
す
る
文
化
団
体
及
び
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
対
し
、
感
染
拡
大
地
域
か
ら
の

講
師
招
聘
や
交
流
活
動
の
自
粛
の
協

力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

５　

２
月
21
日
・
22
日
の
低
気
圧
に

よ
る
学
校
の
対
応
に
つ
い
て

　

発
達
し
た
低
気
圧
に
よ
り
、
２
月

21
日
の
登
校
時
間
帯
か
ら
断
続
的
に

風
雪
が
強
い
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の
教

育
活
動
へ
の
影
響
に
鑑
み
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
や
徒
歩
で
通
学
す
る

児
童
生
徒
の
安
全
面
に
関
し
、
各
学

校
長
と
協
議
し
た
上
で
、
２
月
21
日

に
つ
い
て
は
、
町
内
小
中
学
校
を
５

時
間
授
業
で
一
斉
下
校
に
、
ま
た
、

２
月
22
日
の
１
日
間
を
、
臨
時
休
業

措
置
と
し
ま
し
た
。
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ま ち の

話 題
あ れ こ れ

　

新
冠
小
学
校
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
主
催
の
「
第

65
回
Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
校
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
」
で
見
事
「
学
校
賞
」
を
受
賞
し
、

３
月
８
日
、
同
体
育
館
で
伝
達
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
相
互
扶
助
・
思

い
や
り
の
精
神
を
次
代
を
担
う
小
中
学
生

に
も
伝
え
、
児
童
・
生
徒
の
書
写
教
育
に

貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

今
回
、
同
校
の
６
年
生
30
名
が
「
半
紙

の
部
」
に
応
募
し
、
全
国
で
は
、
「
半
紙

の
部
」
に
１
万
２
０
７
１
校
の
応
募
が
あ

り
、
47
都
道
府
県
で
各
１
校
が
選
ば
れ
る

「
学
校
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ

の

日

は
、

五
十
嵐
校
長
か

ら
６
年
生
学
級

委
員
長
の
羽
下

芽
生
さ
ん
に
賞

状
と
副
賞
と
し

て
テ
ン
ト
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

全
国
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

新
冠
小
学
校
が

学
校
賞
受
賞

　

３
月
３
日
、
新
冠
小
学
校
１
年
生
39
名

と
認
定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
年
長
組
33

名
が
リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぎ
「
わ
く
わ
く
祭

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
新
１
年
生
と
な
る
年
長
組
園
児

を
小
学
校
に
招
き
交
流
会
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
感
染
症
対
策
の
た
め
、

リ
モ
ー
ト
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
校
１
年
生
が
園
児
に
学

校
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
学
校

生
活
の
説
明
や
自
分
た
ち
で
考
え
た
○
×

ク
イ
ズ
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
１
年
生
全
員
で
園
児
に
「
皆
さ

ん
小
学
校
で
待
っ
て
い
ま
す
。
」
と
手
を

振
っ
て
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。

新
冠
小
１
年
生
と

ド
・
レ
・
ミ
年
長
組
が
交
流

　

３
月
15
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

図
書
プ
ラ
ザ
に
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
非
接
触
型
の
貸
出

シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

蔵
書
検
索
ペ
ー
ジ
も
更
新
さ

れ
、
検
索
画
面
が
見
や
す
く
な

り
、
利
用
者
ご
と
の
貸
出
履
歴

を
管
理
で
き
る
機
能
も
追
加
し

て
い
ま
す
。

　

図
書
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
後
も

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
皆
さ

ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

図
書
プ
ラ
ザ
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

非
接
触
型
貸
出
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

大
正
10
年
に
浦
河
町
に
創
立

さ
れ
、
令
和
３
年
に
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
、
日
高
信
用
金
庫

（
大
沼
孝
司
理
事
長
）
は
、
地

域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、
３
月

25
日
、
新
冠
町
に
１
０
０
０
万

円
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

大
沼
理
事
長
は
、「
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
し
て
ほ
し

い
。
今
後
も
引
き
続
き
、
地
域

の
活
性
化
に
協
力
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

日
高
信
金
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

新
冠
町
に
１
０
０
０
万
円
寄
贈

　

東
京
都
で
開
か
れ
た
「
第
12

回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
大
会
」
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
、

新
冠
小
学
校
４
年
生
の
若
林
樹

さ
ん
が
、
３
月
24
日
、
奥
村
教

育
長
を
訪
れ
報
告
し
ま
し
た
。

　

若
林
さ
ん
は
、
２
月
に
開
か
れ

た
全
国
大
会
で
、
小
学
３
・
４
年

生
Ｂ
部
門
に
出
場
し
、
見
事
銀
賞

受
賞
。「
去
年
は
金
賞
だ
っ
た
の

で
少
し
悔
し
い
。
来
年
は
金
賞
第

１
位
を
目
指
し
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
年
連
続
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
出
場

若
林　

樹
さ
ん
が

奥
村
教
育
長
を

訪
問

　

３
月
18
日
、
町
商
工
会
女
性
部

か
ら
教
育
委
員
会
に
「
交
通
安
全

愛
の
鈴
」
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
鈴
は
、
４
月
か
ら
新
１
年

生
と
な
る
小
学
生
の
無
事
故
を
願

い
、
商
工
会
女
性
部
が
毎
年
手
作

り
し
て
い
る
も
の
で
、
鈴
は
黄
色

い
毛
糸
で
包
ま
れ
、
神
社
で
お
祓

い
を
受
け
た
後
、
教
育
委
員
会
に

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

愛
の
鈴
は
、
入
学
式
の
当
日

に
各
小
学
校
の
新
１
年
生
に
手

渡
さ
れ
ま
す
。

商
工
会
女
性
部
約
40
年
の
伝
統
事
業

交
通
安
全
祈
願
「
愛
の
鈴
」

　

３
月
27
日
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
、町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
今

村
裕
会
長
）
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ

月
間
「
町
民
テ
ニ
ポ
ン
大
会
」

が
開
か
れ
、
30
名
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
手
に
汗
握
る
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
男
女
の
部
そ
れ

ぞ
れ
ダ
ブ
ル
ス
で
行
わ
れ
、
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ

れ
、
楽
し
み
な
が
ら
汗
を
流
し

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

異
世
代
交
流
、
健
康
・
体
力
づ
く
り

ス
ポ
ー
ツ
月
間
「
テ
ニ
ポ
ン
大
会
」

　

無
遅
刻
、
無
欠
席
で
卒
業
し

た
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
新
冠

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り
賞
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
町
商
工
会
で
表
彰
授

与
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が

感
染
症
対
策
の
た
め
、
各
学
校

で
の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
新
冠
小
学
校
１
名
、

朝
日
小
学
校
２
名
、
新
冠
中
学
校

７
名
の
計
10
名
で
、
各
学
校
の
校

長
先
生
及
び
担
任
の
先
生
よ
り
賞

状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
・
中
学
校
卒
業
生
皆
勤
賞

賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

　

３
月
30
日
、
役
場
会
議
室

で
「
ふ
る
さ
と
納
税
目
録
贈

呈
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
道
が
赤
潮
被
害
の

あ
っ
た
16
自
治
体
に
「
ふ
る
さ

と
チ
ョ
イ
ス
」
の
災
害
支
援

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
受
け
付
け
し
た
と
こ
ろ

全
国
か
ら
多
く
の
支
援
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
北
村
日
高
振
興

局
長
か
ら
鳴
海
町
長
に
目
録
と

納
税
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

赤
潮
被
害
に

対
す
る

支
援
「
ふ
る
さ
と

納
税
」

新
冠
町
に
は

43
件
、
約
１
８
０
万
円

　

３
月
28
日
、
役
場
会
議
室

で
前
川
隆
範
さ
ん
に
消
防
庁

長
官
表
彰
永
年
勤
続
功
労
章

の
表
彰
状
が
町
長
よ
り
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
川
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
に

新
冠
消
防
団
に
入
団
し
、
平
成

29
年
か
ら
は
消
防
幹
部
と
し
て

分
団
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、

そ
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
で
消

防
団
員
の
指
導
育
成
や
技
術
向

上
に
努
め
、
消
防
行
政
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
分
団
長　

前
川
隆
範
さ
ん
へ

永
年
勤
続
功
労
章
表
彰
を

伝
達
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ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●まちづくりに役立ててと

☆小野寺　有美	 （30,000円）

☆山田　祐三	 （1,000,000円）

☆㈱北海道日高牧場	 （2,000,000円）

☆㈱日高食肉センター	 （1,000,000円）

☆㈱ツルハ	 （ハンドジェル500ml・3,600本）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆藤原　まさ子	 （オムツ類２袋）

☆本田　恵	 （古布２袋）

☆中山　ヨシ子	 （衣類６袋・古布１袋）

☆新冠町商工会女性部	 （古布５袋・靴下１袋）

☆ボランティアグループあゆみ	 （カット布５袋・６束）

☆ボランティアグループちょぼら	（カット布４袋）

新冠町社会福祉協議会へ

●香典返しに代えて

☆辻　和明	 （30,000円）

☆山田　久	 （30,000円）

☆大槻　幸雄	 （30,000円）

☆須田　巧	 （20,000円）

☆道政　賴子	 （20,000円）

役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information －

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

４

月

18日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

26日（火）
受付10：15～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

５

月

16日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

24日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止及び延

期する場合があります。

　また、その他の事業については開催が決定しましたら、

町政事務委託文書などでお知らせします。

その１

健康についての悩みはありませんか？
　町では、健康に関する専門職である保健師・管

理栄養士・歯科衛生士が妊娠期から乳幼児期、成

人期から高齢期まで、あらゆる年代の健康づくり

をサポートさせていただきます。

○相談例

　妊娠・出産・子育てのこと、子どもの成長・発

達、予防接種や病気のこと、お口や歯のケア方法、

病気を悪化させないための運動・食事、メタボを

改善したい、こころの悩みなど。

※相談内容に応じて、より専門的な機関などもご

紹介させていただきます。

○相談先

　平日８時 30 分～ 17 時 15 分

　保健福祉課（３番窓口）電話・来所または家庭訪

問での相談を行っています。気軽にご相談ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ　☎ 0146・47・2113

静内保健所による健康相談
　静内保健所では、下記の専門相談窓口を開設し

ます。（要予約、相談料無料）

《女性の健康相談》

○内容

　女性特有の健康上の悩みについて、ご相談に応

じます。

○相談例

　妊娠・出産・子育て、思

春期の性、望まない妊娠、

性感染症、更年期症状など。

○日時

　原則毎月第４水曜日

　13 時 30 分～ 15 時 30 分

　※変更になる場合があります。

○予約締切

　実施日の前日まで

●問い合わせ先：静内保健所　☎ 0146・42・0251

★チャイルドランド★
・期　日　①４月14日（木）10時～11時 30分

　　　　 ②５月19日（木）10時～11時 30分

・内　容　①『ふれあいあそび』

　　　　 ②『元気の源～おいしい、

　　　　　　　　　　　　　楽しいごはん』

・申し込み期間

　　　　　①４月 12 日（火）まで

　　　　　②５月 17 日（火）まで

・定　員　① 10 組（０歳～就学前）

　　　　　※２グループに分けて実施

　　　　　②５組程度（０歳～就学前）

★おしゃべりルーム★
・期　日　４月 21 日（木）10時～11時 30分

・内　容　『こどもの日制作』

・申し込み期間

　　　　 ４月 19 日（火）まで

・定　員　10 組（０歳～就学前）

　　　　　※２グループに分けて実施

※新型コロナウイルス感染症の状況により事業

が延期または中止となる場合があります。

●問い合わせ先

　子育て支援センター　☎ 0146・47・4525

子育て支援センターからのお知らせ

心身障害者一般巡回相談のご案内
　一般巡回相談では、北海道心身障害者総合相

談所判定員が相談・判定を行いますので、相談

を希望される方は保健福祉課までお問い合わせ

ください。

○対象者

　18歳以上の方で次のいずれかに該当する方と

そのご家族

①身体障がい者で電動車いすなどの直接判定を

要する補装具の交付を希望する方

②知的障がい者で療育手帳の新規または再判定

を希望する方

○日時

　10 月３日（月）　13 時～ 17 時

　10 月４日（火）　９時～ 17 時

　10 月５日（水）　９時～ 17 時

　10 月６日（木）　９時～ 12 時

○場所

　新ひだか町公民館コミュニティセンター

○その他

　相談に係る提出書類の作成など事前準備があ

りますので、相談を希望される方は７月 29 日

（金）までにご連絡ください。

室蘭児童相談所による巡回児童相談
　巡回児童相談では、育児や成長・発達などの

問題について、室蘭児童相談所の児童福祉司及

び判定員が相談をお受けします。

○対象者

　18 歳未満のお子さんとその保護者

○相談内容

　療育手帳の申請・更新、成長・発達に関する

相談

○日時

　令和４年４月 19 日（火）

　令和４年９月 28 日（水）

　令和５年３月 ８日（水）

○場所

　新冠町役場３階　和室、会議室

○その他

　相談に係る提出書類の作成など事前準備があ

りますので、相談を希望される方は１カ月前ま

でに下記までご連絡ください。

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ福祉係

　☎ 0146・47・2113

　令和３年９月から令和４年２月にかけ、地域貢献

の一環として、町内の公共施設や道路などの環境整

備に貢献いただき、ありがとうございました。

　実施していただきました地域貢献活動は下記のと

おりです。

令和３年度『地域貢献活動』

事業内容

泉十川狩野線支障木伐採

泉高岡佐々木線支障木伐採

判官館森林公園内浄化槽囲
い設置及び判官館森林公園
内テニスコート入口補修

新冠小学校児童玄関階段
等滑り止め加工

泉神社大森線支障木伐採

新冠川河口の流木除去

朝日小学校駐車場補修整備

節婦市街地の除排雪

団体・会社名

幌村建設㈱

幌村建設㈱

幌村建設㈱

荒井建設㈱
札幌支店

㈱笹田組

ケイセイマサキ
建設㈱

荒井建設㈱
萩原建設工業・
菱中建設JV

㈱小金澤組

㈱梶浦組

期　日

９月 21日
　　22日

９月 29日
～

10月２日

10月４日
～

10月６日

10月30日

12月16日

12月17日
～

12月21日

12月21日

２月 24日
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その２

（前列左から）①石戸谷洋史（新冠中学校教諭）
　　　　　　②中島　秀敏（新冠小学校教諭）
　　　　　　③會田　大祐（新冠中学校校長）
　　　　　　④田中　　覚（新冠小学校教頭）
　　　　　　⑤馬場　伊吹（朝日小学校教諭）
　　　　　　⑥上井　大知（新冠中学校教諭）

（後列左から）①山口由紀子（新冠小学校教諭）
　　　　　　②虫賀　和弥（朝日小学校養護教諭）
　　　　　　③小西さゆり（新冠小学校養護教諭）
　　　　　　④佐々木教之（新冠小学校教諭）
　　　　　　⑤中山龍太郎（朝日小学校助教諭）

令和４年度新冠町教職員着任式　新しい先生が着任しましたのでご紹介します。

教育委員会部局
前　職

管理課長

議会事務局総括主幹兼庶務係長

管理グループ副主幹兼総務係長兼学校教育係長

管理グループ総務係主査兼学校教育係主査

国保診療所庶務係主任兼医事係主任

企画課商工労働観光グループ総括主幹

こども園グループ園務係長

こども園グループ園務係主任

こども園グループ子育て支援係主任保育教諭

社会教育グループ総括主幹

保健福祉課保健福祉グループ副主幹兼健康推進係長

管理課こども園グループ総括主幹兼庶務係長

氏　名

湊　　昌行

伊藤　美幸

吉田　綱平

中村　洋太

会田　千皓

楫川　聡明

土井　牧子

青木　和奈

河合　夕恵

佐々木　京

斎藤　寿宣

坂元　一馬

発令内容

管理課長兼学校統合準備室長

管理グループ総括主幹兼学校統合準備室

次長兼総務係長

管理グループ副主幹兼学校統合準備係長

管理グループ学校教育係長兼

学校統合準備係主査

管理グループ学校教育係主任兼

学校統合準備係主任

こども園グループ総括主幹兼庶務係長

こども園グループ園長

こども園グループ園務係長

こども園グループ園務係主任保育教諭

社会教育グループ総括主幹兼施設管理係長

社会教育グループ副主幹兼社会教育係長

スポーツ青少年グループ総括主幹兼

スポーツ青少年係長

課　名

管理課

社会教育課

職員の動き	 ４月１日付けで、機構改革と職員の人事異動がありましたのでお知らせします。

町長部局
前　職

税務課税務グループ総括主幹

税務課長（定年退職後、再任用）

管理課管理グループ総括主幹

社会教育課社会教育グループ施設管理係長

保健福祉課付副主幹日高中部広域連合派遣

建設水道課主幹兼上下水道係（定年退職後、再任用）

企画広報統計グループ総括主幹

社会教育課社会教育グループ社会教育係長

町民生活課町民生活グループ住民係主事

建設グループ総括主幹兼上下水道係長

管理グループ副主幹兼管財係長

建設グループ建築係主任

建設グループ建設係主任

管理グループ総括主幹兼用地係長

管理グループ副主幹兼管理係長

税務課税務グループ副主幹兼賦課係長

管理グループ管理係主任

社会教育課スポーツ青少年グループ総括主幹 

兼スポーツ青少年係長

企画課商工労働観光グループ副主幹兼

商工労働観光係長

町民生活グループ総括主幹

町民生活グループ主幹兼住民係長

企画課企画広報統計グループ企画係長

消防署新冠支署長（定年退職後、再任用）

保健福祉グループ総括主幹

町民生活課町民生活グループ副主幹兼社会係長

町民生活課長（定年退職後、再任用）

税務課税務グループ副主幹兼納税係長

病棟詰所主任准看護師（定年退職後、再任用）

医務室主任（定年退職後、再任用）

氏　名
今村　　力

原田　和人

小久保　卓

岡井　朋哉

畠山　綾文

矢木　清美

下川　広司

原口　正也

長根　文音

寺西　　訓

本郷　宏和

前山　法朗

冬澤　幸哉

磯野　貴弘

中川　亮二

渡邊　洋平

小林　元希

曽我　和久

泉澤　　匠

谷藤　　聡

三宅　正俊

浜口　雅史

川戸　一彦

八木　真樹

白浜　啓三

坂東　桂治

土井　静幸

永井すみれ

山田　久子

発令内容

会計管理者兼出納室長兼税務課長

出納室主任

税務グループ総括主幹兼賦課係長

税務グループ納税係長

総務グループ副主幹兼行財政改革推進係長

総務グループ総務係主任

まちづくりグループ総括主幹兼商工労働観光係長

まちづくりグループ企画係長

まちづくりグループ企画係主事兼

商工労働観光係主事

参事兼建設グループ総括主幹兼

上下水道係兼技術係長

建設グループ主幹兼上下水道係兼施設係長

建設グループ建築係主任兼

管理グループ管財・公営住宅係主任

建設グループ建設係主任兼上下水道係主任

管理グループ総括主幹兼管理・用地係長

管理グループ副主幹兼管財・公営住宅係長

管理グループ副主幹兼管理・用地係兼

公営企業会計係長

管理グループ管理・用地係主任

産業グループ総括主幹兼水産係長

産業グループ副主幹兼畜産係長兼

家畜自衛防疫組合担当

町民生活課長

町民生活グループ総括主幹兼住民係長

町民生活グループ社会係長

町民生活グループ社会係主任

保健福祉グループ総括主幹兼医療福祉戦略係長

保健福祉グループ副主幹兼健康推進係長

保健福祉グループ福祉係主任

副主幹兼庶務係長兼医事係長

病棟詰所主任准看護師

医務室主任准看護師

課　名

出納室

税務課

総務課

企画課

建設水道課

産業課

町民生活課

保健福祉課

国保診療所

老人ホーム

議会事務局
前　職

産業課産業グループ総括主幹兼水産係長

氏　名

三宅　範正

発令内容

総括主幹兼庶務係長

部署名

議会事務局

派遣
前　職

会計管理者兼出納室長（定年退職後、再任用）

産業課産業グループ主幹兼畜産係長兼家畜自衛防疫組合担当

氏　名

坂本　隆二

西川　宏幸

発令内容

㈲日高軽種馬共同育成公社派遣

日高中部広域連合派遣

令和４年度新規採用職員

国保診療所
外来詰所看護師
新川　麻希子

国保診療所
外来詰所看護師

清川　亜美

保健福祉課保健福祉グループ 
健康推進係保健師
丸谷　理香子
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役場からのお知らせ
 － Niikappu Town Office Information － その３

今月の一冊

米澤屋書店
米澤 穂信著／文藝春秋

　ミステリ作家・米澤穂信を

形作った本たちとは ? 米澤穂

信が初めて小説を世に出して

から 20 年の間に書いてきた本

にまつわる文章をまとめる。

有栖川有栖らとの対談も収録。

新着ガイド
ヤマザキマリの人生談義	 ヤマザキ マリ

泣ける日本史	 真山 知幸

アイヌ通史	 リチャード・シドル

世界「失敗」製品図鑑	 荒木 博行

ボクもたまにはがんになる	 三谷 幸喜

サ道 ととのいの果てに  	 タナカ カツキ

ジャズソングブック	 五味 太郎

レインメーカー	 真山 仁

赤と青とエスキース	 青山 美智子

母の待つ里	 浅田 次郎

トリアージ 	 犬養 楓

隠居すごろく	 西條 奈加

きりきり舞いのさようなら	 諸田 玲子

愛子の格言	 佐藤 愛子

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

10：30～ 11：00	 おうるの郷

12：15～ 12：30	 子ども発達支援センター

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

12：45～ 13：10	 新冠中学校

10：10～ 10：30	 朝日小学校

11：00～ 11：15	 太陽郵便局

15：05～ 15：35	 新冠小学校

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30	 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30	 朝日小学校

12：50～ 13：20	 認定こども園ド・レ・ミ

15：40～ 15：55	 町民センター前（児童館）

４月 14 日

15 日

20 日

21 日

22 日

５月 12 日

13 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
４月23日（土）13：30～定例読み聞かせ

４月 27日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

☆４月よりアニマル号運行先が増えました！

〇運行先：子ども発達支援センターあおぞら

〇運行日：月１回　木曜日

○時　間：12時 15分～ 12時 30分

　あおぞらの駐車場に停車します。施設利用者の

ほか、近隣住民の方もご利用できます。図書プラ

ザで借りた本の返却を行うこともできます。

　運行日程は、広報のほか、生涯学習だよりまな

ボードやレ・コード館フェイスブックでお知らせ

します。たくさんのご利用をお待ちしています。

☆こどもの読書週間事業のご案内

　４月23日から５月15日までの期間、こどもの

読書週間事業で特別展示や読書推進イベントを開

催予定です。詳しい内容は、図書プラザHPや館

内掲示ポスター、生涯学習だよりまなボードなど

でお知らせします。

　全国的に「こどもの読書週間」は４月23日～

５月 12日の約３週間で、各地の図書館でさまざ

まなイベントが開催されます。2022年・第 64回

の標語は『ひとみキラキラ　本にどきどき』です。

新緑のさわや

か な 季 節 に、

ぜひ親子で読

書をお楽しみ

ください。

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。

図書プラザＨＰ

国民年金保険料学生納付特例制度
　20 歳以上の方は、学生であっても国民年金への

加入が必要ですが、ご本人の所得が一定額以下の

場合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生

納付特例制度」があります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月ま

でとなっており、この制度を利用することで、将

来の年金受給権の確保だけでなく、万一の事故な

どにより障害を負った時の障害基礎年金の受給資

格を確保することができます。

○納付猶予について

　年金を受給するのに必要な受給資格（納付期間）

へ反映されますが、年金額へは反映されません。

○必要な添付書類

　年金手帳、印鑑、学生証の写し（両面）または在

学証明書原本（在学期間がわかるもの）

国民年金　会社を退職された方へ
　勤務先を退職されたとき、20 歳以上 60 歳未満

の方は厚生年金保険から国民年金への変更の届出

が必要です。

　また、退職された方に扶養されていた配偶者（20

歳以上 60 歳未満）も同様に手続きが必要です。

○手続きに必要なもの

　①年金手帳　②印鑑　③退職日が確認できるもの

ペットの糞の後始末について
　毎年、春先に動物の糞が家の周辺にあり困って

いるとの苦情が寄せられています。

　飼主には、ペットの命を最期まで預かる責任や

周りに迷惑を掛けないように飼育する責任があり

ます。

　散歩する際は、ビニール袋を準備し、糞の後始

末を必ずするよう心掛けましょう。

●問い合わせ先

　町民生活課町民生活グループ　☎ 0146・47・2112

　国では、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

をきっかけに、書面・押印・対面を前提とした制

度や慣行の見直しが行われています。本町でも、

デジタル時代に向けた行政手続きの一環として、

町民の皆さんから町に提出していただく申請書や

届出書などの押印の見直しを行いました。

　各種手続きの利便性の向上や事務の効率化、町

民の皆さんの負担軽減を図るため、令和４年４月

１日から順次、押印を廃止しています。

　国の押印見直しマニュアルなどを参考にし、押

印の必要性を確認した結果、町に提出する申請書

などのうち、約 250 件の書類で押印を不要とする

見直しを行いました。

○ご注意ください

　契約書など、今後も押印を必要とするものや、

申請者の意思確認などを行うため、本人の署名を

求めるものがあります。また、今後の国の法令の

改正などにより、押印が不要な手続きが増える可

能性があります。それぞれの手続きにおける押印

の要否は、各担当課へお問い合わせください。

●問い合わせ先

　総務課総務グループ　☎ 0146・47・2111

町へ提出する申請書などへの押印を見直しました

押印の見直しを行った主な書類の一部

　住民票・戸籍・印鑑証明交付申請書

　町有墓地使用許可申請書

　老人憩いの家使用申請書

　子ども誕生祝金交付申請書

　チャイルドシート等購入費用助成申請書

　高齢運転者免許証返納手数料補助金申請書

　コミュニティバス助成券交付申請書

　町造り事業補助金交付申請書

　町営住宅入居申込書

　道路及び河川占用許可申請書

　集会施設等使用申請書

　町有地一時使用許可申請書

　車庫証明申請書及び車庫証明委任状

　妊産婦健康診査費用助成金交付申請書

　不妊治療費助成金申請書
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O A・文具
リバティーはしもと

　

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口

を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
偶
数
月

に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
面
接

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
面
接
相
談
日
は
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な

ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

４
月
26
日
（
火
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

奥
山　

徳
男　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

・
活
動
日
程

　

６
月
11
日
（
土
）
９
時
30
分
～

19
時
、
６
月
12
日
（
日
）
9
時
30

分
～
22
時
の
指
定
さ
れ
た
時
間

（
３
～
４
時
間
を
目
安
と
し
て
い

ま
す
）

・
活
動
場
所

　

札
幌
市
中
央
区
（
大
通
公
園
周
辺
）

・
活
動
内
容

　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
に
お
け
る
演
舞
の
審
査

・
募
集
期
間

　

４
月
１
日
～
４
月
30
日
（
Ｈ
Ｐ
に

て
募
集
要
綱
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

※
応
募
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

・
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
y
o
s
a
k
o
i
-

s
o
r
a
n
.
j
p
/

●
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
・
２
３
１
・
４
３
５
１

セ
ン
タ
ー
開
設
日

４
月-

11
日
（
月
）
・
13
日
（
水
）

　
　
　

18
日
（
月
）
・
20
日
（
水
）

　
　
　

25
日
（
月
）・
27
日
（
水
）

５
月-

９
日
（
月
）
・
11
日
（
水
）

　
　
　

16
日
（
月
）
・
18
日
（
水
）

　
　
　

23
日
（
月
）
・
25
日
（
水
）

　
　
　

30
日
（
月
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　

　

４
月
１
日
（
金
）
か
ら
５
月

31
日
（
火
）
ま
で
は
「
春
の
ヒ

グ
マ
注
意
特
別
期
間
」
で
す
。

　

ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
事
故
の

多
く
は
、
山
菜
採
り
な
ど
で
野

山
に
入
っ
た
際
の
突
発
的
な
遭

遇
に
よ
り
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
未

然
に
防
ぎ
、
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
十
分
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し
な
い
た
め

に
、
野
山
に
入
る
と
き
は
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
ヒ
グ
マ
に
出
会
わ
な
い
こ
と
が
一
番

①
音
を
出
し
な
が
ら
歩
く

　

山
に
ひ
と
り
で
入
ら
な
い
。

し
ゃ
べ
り
な
が
ら
歩
く
。
鈴
を

つ
け
る
。
手
を
た
た
く
。
ヒ
グ

マ
の
耳
や
鼻
は
人
よ
り
も
は
る

か
に
よ
い
の
で
、
先
に
気
が
つ

い
て
さ
け
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

②
う
す
暗
い
と
き
は
山
に
入
ら
な
い

　

人
も
ヒ
グ
マ
も
ま
わ
り
の
様

子
が
見
え
に
く
く
、
ば
っ
た
り

と
出
会
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

③
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を

見
た
ら
す
ぐ
に
引
き
返
す

　

少
し
で
も
ヒ
グ
マ
の
気
配
を

感
じ
た
ら
、
い
つ
で
も
引
き
返

す
勇
気
が
必
要
で
す
。

☆
ゴ
ミ
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び
寄
せ
る

①
ぜ
っ
た
い
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い

ゴ
ミ
は
全
て
持
ち
帰
る

　

残
飯
、
生
ゴ
ミ
な
ど
は
ヒ
グ
マ

に
と
っ
て
ご
ち
そ
う
で
す
。
た
と

え
土
に
埋
め
て
も
、
す
る
ど
い
鼻

で
す
ぐ
に
か
ぎ
つ
け
ま
す
。

　

ゴ
ミ
の
味
を
お
ぼ
え
る
と
そ

れ
を
目
当
て
に
く
り
返
し
出
て

く
る
の
で
、
後
か
ら
そ
の
場
所

に
来
る
人
を
危
険
に
お
と
し
い

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

②
動
物
の
死
体
を
見
た
ら
離
れ
る

　

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
死
体
を
見

つ
け
た
ら
、
近
よ
ら
ず
に
そ
の

場
所
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
ヒ

グ
マ
は
動
物
の
死
体
を
食
べ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
近
く
に
ヒ

グ
マ
が
か
く
れ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

☆
も
し
も
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

①
ヒ
グ
マ
の
様
子
を
見
な
が
ら
、

静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
場
か

ら
離
れ
ま
し
ょ
う
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
の
撮
影
は
ヒ
グ

マ
を
興
奮
さ
せ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

②
子
グ
マ
に
は
近
づ
か
な
い
。

親
が
近
く
に
必
ず
い
ま
す
。
不

用
意
に
近
づ
け
ば
、
我
が
子
を

守
る
た
め
に
母
グ
マ
が
襲
っ
て

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

日
高
振
興
局
保
健
環
境
部

環
境
生
活
課
自
然
環
境
係

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
９
２
５
４

○
試
験
日
時

　

８
月
25
日
（
木
）

13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

○
試
験
地　

苫
小
牧
市

○
受
験
資
格

　

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を

調
理
し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、

学
校
、
病
院
等
の
施
設
又
は
食

品
衛
生
法
に
よ
る
飲
食
店
営
業
、

魚
介
類
販
売
業
、
そ
う
ざ
い
製

造
業
若
し
く
は
複
合
型
そ
う
ざ

い
製
造
業
を
掲
げ
る
営
業
に
お

い
て
令
和
４
年
５
月
20
日
ま
で

に
２
年
以
上
調
理
の
業
務
に
従

事
し
た
方
。

※
パ
ー
ト
又
は
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
は
、
原
則
と
し
て
週
４
日
以

上
か
つ
１
日
６
時
間
以
上
勤
務

し
て
い
る
場
合

○
試
験
科
目

　

食
文
化
概
論
・
公
衆
衛
生
学

　

栄
養
学
・
食
品
衛
生
学

　

食
品
学
・
調
理
理
論

○
願
書
受
付
期
間

　

５
月
９
日
～
５
月
20
日
ま
で

土
日
祝
を
除
く
午
前
８
時
45
分

か
ら
午
後
５
時
30
分

○
願
書
配
布
・
受
付
場
所

　

北
海
道
静
内
保
健
所

○
提
出
書
類

　

受
験
願
書
、
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

○
受
験
手
数
料

　

６
９
０
０
円
（
北
海
道
収
入
証
紙
）

○
合
格
発
表　

10
月
14
日
（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

静
内
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
０
２
５
１

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

市
民
審
査
員
募
集

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

ヒ
グ
マ
注
意
特
別
期
間

「
ヒ
グ
マ
に
ご
注
意
！
」

令
和
４
年
度
調
理
師
試
験

心
配
ご
と

相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

一緒に働こう！

ＰＲキャラクター
モコちゃん

お問い合わせは
札幌地方協力本部
静内分駐所
０１４６－４４－２５８８

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

サラブレッド生産牧場　正社員募集

新冠温泉

レ・コードの湯

ホテルヒルズ

４月１日（金）

リニューアル
ＯＰＥＮ

　休業中はご不便をおかけし

ました。皆さまのご利用を心

よりお待ちしています。

●問い合わせ先

　企画課まちづくりグループ

　☎ 0146・47・2498
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
４
年
４
月
８
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
４
年
４
月
号
（
通
巻
665
号
）

人の

うごき

人　口	 5,178人	 （前月比	 －	47 人）

　男	 2,539人	 （前月比	 －	21 人）

　女	 2,639人	 （前月比	 －	26 人）

世 帯	 2,738世帯	 （前月比	 ＋	 5世帯）
（令和４年３月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 28件 （ 32件）

 82件 （ 77件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（１人）

２人（２人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（０件）

２件（０件）

発生件数

０件（１件）

１件（３件）

区　分

３月

４年１～３月

区　分

３月

４年１～３月

　大切な「日常」のために私たちができること。【消防団員募集】

　あなたの想いで、守れる街がある。

　あなたの想いで、救える命がある。

 あなたの想いで、深まる絆がある。　  消防署新冠支署

２月21日～３月20日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

石垣　大地	 ♡	 辻　　千尋	 太　陽

宮本　　智	 ♡	 赤石　優希	 北星町

近藤　翔太	 ♡	 沓沢　奈美	 朝　日

●お誕生おめでとうございます

佐藤　朱
あげは

華	（信明	 麗加 )	北星町

●おくやみ申し上げます

大槻志づゑ	 　９３歳	 太　陽

道政　　満	 　６８歳	 北星町

須田　幸雄	 　９０歳	 ●泉●

能登　丈良	 　７８歳	 本　町

パパ　　　　ママ

戸  籍  の  窓

　

第
四
十
四
話　

　

「
新
冠
御
料
牧
場
～

新
冠
に
お
け
る
馬
文
化
の
発
祥
」
（
要
約
文
）

　

新
冠
町
は
、｢

競
走
馬
の
ふ
る
さ
と
」
と
し
て
全

国
の
競
馬
フ
ァ
ン
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
い

つ
の
時
代
か
ら
人
と
馬
の
文
化
が
根
付
い
た
か
と

い
う
と
、
そ
の
歴
史
は
明
治
五
年
ま
で
遡
り
ま
す
。

開
拓
使
長
官
の
黒
田
清
隆
は
、
新
冠
郡
を
中
心
と

す
る
約
七
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
土
地
を
牧
場

と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
野
生

で
生
き
て
い
た
馬
二
二
六
二
頭
を
こ
の
牧
場
内
に

集
め
、
大
規
模
に
放
牧
し
ま
し
た
。
外
国
産
馬
も

導
入
し
、
品
種
改
良
を
施
し
て
農
耕
馬
や
軍
馬
へ

と
育
て
ま
し
た
。
当
初
、
牧
場
の
本
部
と
な
る
場

所
は
、
現
在
の
新
冠
町
字
朝
日
付
近
に
あ
り
ま
し

た
。
明
治
十
年
に
な
る
と
牧
場
面
積
を
縮
小
し
、

本
部
を
静
内
郡
に
移
す
な
ど
の
経
営
改
革
が
図
ら

れ
、
新
冠
郡
に
属
す
る
地
を
旧
牧
場
、
静
内
郡
に

属
す
る
地
を
新
牧
場
と
し
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
エ

ゾ
オ
オ
カ
ミ
が
馬
を
襲
う
被
害
が
牧
場
内
で
発
生

し
た
た
め
、
全
面
的
に
オ
オ
カ
ミ
を
駆
除
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
開
拓
使
の
廃
止
に
伴
い
、
明
治

二
十
一
年
に
宮
内
省
の
所
管
と
な
り
、
「
新
冠
御
料

牧
場
」
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
以
来
、
農
耕
馬
や
軍
馬
の
他
、
物
資
搬
送

の
馬
、
さ
ら
に
皇
室
に
関
連
す
る
帝
室
御
用
馬
の

生
産
や
改
良
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う
地
と
な

り
ま
し
た
。

　

戦
後
、
新
冠
区
域
内
の
御
料
牧
場
の
土
地
は
全
面

的
に
解
放
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
開
拓
者
が
入
植
し

ま
し
た
。
本
部
が
あ
る
静
内
二
十
軒
道
路
付
近
は
、

昭
和
二
十
四
年
に
馬
の
生
産
を
廃
止
し
て
牛
専
門

の
品
種
改
良
生
産
牧
場
へ
と
転
換
さ
れ
、
現
在
は

「
独
立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
新
冠
牧
場
」

と
し
て
今
日
に
至
り
ま
す
。
今
も
静
内
に
あ
り
な

が
ら
「
新
冠
牧
場
」
の
名
が
付
く
の
は
、
最
初
の

牧
場
中
心
地
が
新
冠
で
あ
る
と
と
も
に
、
広
大
な

敷
地
を
有
し
て
い
た
名
残
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、
新
冠
町
郷
土
資
料
館
で
は
御
料
牧
場
時

代
の
牧
柵
を
再
現
し
、
資
料
館
の
前
庭
に
設
置
し

て
ふ
る
さ
と
の
懐
か
し
い
風
景
を
後
世
に
伝
え
て

い
ま
す
。
こ
の
牧
柵
を
愛
称
で
「
万
里
の
チ
ャ
シ
」

と
名
付
け
て
い
ま
す
。
牧
柵
製
作
を
し
て
い
る
郷

土
文
化
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
考
え
た
呼
び
名
で
す
。

御
料
牧
場
時
代
、
牧
柵
（
ア
イ
ヌ
語
で
チ
ャ
シ
）

が
中
国
の
万
里
の
長
城
の
ご
と
く
延
々
と
続
い
て

い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
今
で
は
ほ
と
ん

ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
懐
か
し
い
牧
柵

の
形
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

　御料牧場時代の牧柵を再
現した「万里のチャシ」新
冠郷土文化研究会の皆さん
が製作しました。
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